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二
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
は
、

み
ん
な
が
楽
し
く
遊
べ
る

「
な
か
よ
し
広
場
」
も
あ
り
、

ピ
カ
ピ
カ
の
園
舎
に

元
気
な
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
す
。

（
四
月
二
十
日
完
成
）

待
望
の
新
園
舎

待
ち
に
待
っ
た
新
し
い
園
舎
の
完
成
で
す
。

昭
和
三
十
七
年
の
開
園
以
来
、

多
く
の
園
児
を
育
て
て
き
た

木
造
園
舎
に
代
わ
り
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
の
園
舎
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
市
立
矢
作
幼
稚
園
。
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一
木

一
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一
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一
日

一
月

一
火

一
水

一
木

一
金

一
土

一日

一月

一
火

一
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一
木

一
金

一
土

一日

一
月

一
火

一
水

一
木

一金
-

12
-
13
-
14

19915ニ

愛宕学区こどもの家完工式(o:00)

花園高齢者生きがいセンター完成式(10:30)

市民球場開放(～20日）

卜満

土

一日

一
月

一
火

一
水

一木

一
金

市役所土mm庁日、市民美術展(～6月２日)

プロ野球ウェスタンリーグ公式戦(市民球場、12:30)

菖蒲まつり(東公園、～23日)、水道週間(～7日)

伊賀川一斉清掃(6 :00)

-

環境週間(～目日)
　　　　　　　　　　　　　　　　一一
芒種

市役所土曜閉庁日

中学校総合体育大会(県岡崎総合運動場など、9 :00)

圃５月の雨…５月をイメージしたとき、多くの人がさ

わやかな青空を連想するのではないでしょうか。しか

し昨年の本市の月別降水量をみると、５月は127汽uで梅

雨の日月、台風シーズンの日月に次ぐ多さとなります。

意外に雨が多いようです。

圃奥殿陣屋のバラ園…今年の11月で本市と親善都市提

携20年になる広島県福山市。その福山市から４年前、

2種lEO本のバラが贈られたことをきっかけに開園しま

した。今では60種1000株以上のバラがピンク、深紅、

黄色など色とりどりに美しく咲き誇っています。１度

足を運んでみてはいかがですか。

■夏鳥…青葉の面える山野には、いろいろな鳥たちが

渡ってきます。カッコウ・ホトトギス・キビタキ……

美しいさえずりを聞かせてくれる歌手たちで、山は楽

しいコンサート会場のようです。そんな夏鳥たちのな

かでもホトトギスは、比較的都市近郊でも目にするこ

とができます。「テッペンカケタカ」という独特の鳴き

声が、すぐ近くから聞こえてきそうです。

きょうの岡崎…………………………………３

水道特集(一滴の水も地球の贈り物)………４～９

まちの話題………………………………ID ●11

まちの特派員だより…………………………12

活かす情報……………………………………13

よもやま日記…………………………………13

お知らせ…………………………………M～20

6月の保健だより………………………21～23

新文化財あれこれ……………………………24

休日緊急当直医………………………………24

市政だより｢おかざき｣は再生紙を使用しています，

市政だよりφおかざき1991年5月15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
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きょうの岡崎

沿
道
環
境
整
愧
事
業
が
進
む
国
道
一
号
線
八
帖
・
康
生
地
区

５
月
か
ら
８
月
に
多
い

公
害
苦
情
。

う
る
さ
い
、
臭
い
、
汚
い
Ｉ

公
害
苦
情
を
表
す
と
き
に
使
わ
れ
る
代
表
的
な
言
葉
。

皆
さ
ん
の
環
境
意
識
が
高
ま
る
な
か

本
市
の
公
害
苦
情
受
理
状
況
を
見
て
み
ま
す
。

　
今
、
市
で
は
主
要
工
場
並
び
に
大

規
膜
な
庄
宅
団
地
を
対
象
に
「
公
害

防
止
協
定
」
を
結
び
、
定
期
的
に
公

害
監
視
状
況
の
報
告
を
受
け
た
り
、

立
人
検
介
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
＾

<
■
*
･
業
所
な
ど
の
建
築
確
認
巾
請

時
に
は
公
害
防
止
の
事
前
指
導
を
行

い
、
公
巾
‥
発
心
の
水
然
防
止
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
二
年
度
に
お
け
る
公
害
へ
の

苫
情
受
理
件
数
は
百
二
十
八
件
。

年
々
わ
ず
か
ず
つ
で
す
が
、
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。
公
害
の
縁
類
と
し
て

は
大
気
汚
染
が
減
少
し
て
い
る
反

面
、
騒
音
に
対
す
る
苦
情
が
依
然
と

し
て
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
苦
情
の
大
半
は
事
業
所
に
か
か
わ

る
も
の
で
す
が
、
毎
年
こ
の
五
月
か

ら
八
川
に
か
け
て
、
家
庭
生
活
か
ら

出
る
騒
音
へ
の
苫
情
が
叫
巾
し
ま

す
。
皆
さ
ん
が
窓
を
開
け
る
機
会
が

多
く
な
る
か
ら
で
す
。
深
夜
の
騒
ぎ

声
や
ス
テ
レ
オ
ー
テ
レ
ピ
ー
カ
ラ
オ
ヶ

の
大
目
、
大
の
鳴
き
声
な
ど
無
憲
識
の

う
ト
り
に
あ
な
た
自
身
が
発
生
源
に
な

つ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
公
害
を
出
さ
な
い
よ
う
心
掛

け
る
と
と
も
に
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
公
吏
‥
防
止
が
必

要
で
す
、

公害苦情受理件数（月別）

-
-■■- 蔚叫

A 63年㈲什
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水
道
局
庶
務
課
萱
2
3
Ｃ
O
３
３
４

一
滴
の
水
も
地
球
の
贈
り
物
４
４

　
水
道
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要

な
施
設
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　
水
道
局
で
は
、
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
」
を
供
給
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
施
設
の
拡
張
や
改
良
に
努
力
を
重
ね
、
快
適
な
市
民
生
活
に
お
役

に
立
つ
よ
う
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
本
番
。
一
年
を
通
し
て
一
番
水
を
使
う
季
節
と
な
り
ま
す
。
「
蛇

口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
」
と
、
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
空
気
と
同
じ
よ
う
に
水

の
大
切
さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
「
水
道
週
間
」
を
機
会
に
じ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
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岡
崎
市
の
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み

　
本
巾
は
矢
作
川
と
乙
川
流
域
の
城

ド
町
と
し
て
栄
え
、
片
か
ら
巾
民
の

生
活
川
水
は
地
ド
水
な
ど
に
た
よ
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
高
市
化
が
進

む
に
つ
れ
て
水
質
の
悪
化
に
よ
り
伝

染
病
が
発
生
し
た
り
、
水
位
が
低
ド

し
て
井
戸
水
が
砧
れ
て
困
る
よ
う
に

な
り
、
明
治
の
こ
ろ
か
ら
卜
水
道
の
敷

設
が
真
剣
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
八
年
、
六
供
浄
水
場
が
完
成

し
、
‐
名
水
源
か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
矢
作
川
の
伏
流
水
が
中
心
巾

街
地
の
一
般
家
庭
に
給
水
さ
れ
、
水

道
収
業
が
人
タ
ー
ト
し
圭
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
ニ
ト
六
年
に
当
時

の
ｉ
Ｃ
津
町
、
沢
田
町
お
よ
び
Ｍ
岡
町

の
一
部
が
綸
水
区
域
に
編
入
さ
れ
、

昭
和
ミ
ト
几
弟
に
乙
川
の
伏
流
水
を

水
源
と
す
る
人
四
水
源
送
水
場
、
更

に
昭
印
三
ト
二
年
に
人
西
浄
水
場

（
現
化
配
水
場
）
が
完
成
し
ま
し
た
、

史
に
〈
‐
併
に
よ
る
巾
域
の
拡
大
や
人

目
増
加
、
に
場
進
出
等
の
水
需
要
の

－

昭和８年７月19日

岡崎公園にての通水式風景

増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
男
川
浄
水

場
や
に
木
浄
水
場
の
建
設
の
ほ
か
、

県
営
水
道
水
を
受
水
す
る
た
め
北
野

配
水
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
昭
和
五
ト
七
年
か
ら
市
北
部
か
ら

東
北
部
の
広
大
な
山
間
地
域
に
お
け

る
未
給
水
地
域
の
解
消
を
は
か
る
た

め
、
拡
張
事
業
に
着
１
　
す
る
と
と
も

に
、
卜
地
配
水
場
（
昭
和
五
ト
八
年

七
月
迦
水
）
を
姓
設
し
、
県
営
水
道

水
の
南
部
地
区
へ
の
給
水
を
開
始
し

ま
し
た
。

六供浄水場通水

岡崎空襲

岡崎市水道局発足

大西水源送水場通水

伊勢湾台風

男川浄水場通水

台風23号で断水

北野配水場通水

仁木浄水場通水

上地配水場通水

昭和８年９月

昭和20年７月

昭和27年10月

昭和29年４月

昭和34年９月

昭和40年６月

昭和46年８月

昭和47年７月

昭和49年７月

昭和58年７月

４
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男川浄水場の取水口

し｣
｢コ
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男川・大西水源区域

細川水源区域

日名水源区域

県水受水区域

第４期拡張事業
第I 次変更計画区域

(紀)配水場

給
水
区
域
と
主
要
施
設
図

矢作:

西
尾
市

施設概要

浄水施設(3 ヵ所）

配水施設（24 ヵ所）

取水施設

水質試験室

４カ

１力

所）

所）

北野

レ
い
水
‥

　
　
　
　
名

　
　
　
　
日

５

芦

－ -

‘ べ ‘

細川水源送水

豊
田
市

送水

皿　－

六ッ美地区I

愛

青

巴
川

愈細川高区

岩津地区

心

ｋ　　　　　　　　＿

東
名
高
速

≒△滝

ポンプ:

參
滝

゛　Ｗ　ｆ　χ
六供浄水場

東

大西

妬
ｙ

愈

へ
上地

幸
田
町

秘中奥殿

艦花園

(7

大西水源送水場

勒川向

節駒立

參米河内
り參大井野

記ぎあ

秘

田口

　　　｀Ｗブ，

竜泉寺

　艦

秦梨･

秘岩中

節須淵

　^ ≪ ●

東部地区

本宿駅
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六供浄水場、男川浄水場、仁木浄水場　　　　　　　　　　心、ﾉ

人西・竜泉寺・根町・舞木・北野・本宿・グリー－ンランド・滝・北牛台低区・

細川高区・上地・小尨・中奥殿・米河内・恵田・箱柳・秦梨・駒立・田目・

須淵・川向・人井野・岩中・花閥配水場

[J名水源・人内水源・細川水源送水場、ﾜ川|水源

男川浄水場内



水
道
の
水
が
で
き
る
ま
で

水
源
か
ら
家
庭
ま
で男川浄水場の場合

　　　　　薬品の注入
こ昌

０
水
源
（
取
水
口
）

乙
川
の
水
を
収
り
入
れ
ま
す
。

０
沈
砂
池

机
い
ご
み
や
砂
を
取
り
除
き
ま
す
。

０
沈
で
ん
池

薬
品
を
入
れ
て
浮
遊
物
を
沈
め
ま
す
。

０
塩
素
注
入
設
備

水
に
塩
素
を
加
え
て
消
心
し
、
安
心

し
て
飲
め
る
水
に
し
ま
す
。

＠
ろ
過
池

水
を
砂
と
砂
利
の
川
で
こ
し
ま
す
。

０
集
中
管
理
室

薬
品
の
量
、
水
質
、
賎
械
の
動
き
な

ど
を
効
率
よ
く
管
理
し
ま
す
。

０
水
質
試
験
室

水
源
の
水
や
浄
水
場
の
水
を
、
水
質

法
準
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査

し
ま
す
。

０
送
水
ポ
ン
プ
室

浄
水
場
か
ら
ポ
ン
プ
で
配
水
池
へ
水

を
送
り
ま
才
。

０
配
水
池

浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
た
水
を
た
め
、

水
ぼ
一
や
水
‥
一
川
を
ぼ
ち
ま
す
。

＠
需
要
家

配
水
竹
や
給
水
竹
を
通
っ
て
各
家
庭

に
水
を
川
け
ま
す
。

狸
回添，

　言　；証｀

１　　　　゛･．
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岡
崎
市
の
水
道
の

　
　
　
普
及
状
況

　
本
巾
の
水
道
は
、
六
供
・
男
川
・

仁
私
浄
水
場
の
自
己
水
と
北
野
・
に

地
配
水
場
か
ら
受
水
す
る
県
営
水
道

水
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
梁
間
の

総
配
水
域
は
約
四
Ｆ
町
万
ぐ
法
メ
ー

ト
ル
と
な
り

← - －

人
当
た
り
の

使
用
辰
は
三
八
‐
六
ト
斤
目
こ
ト
ル
と

な
り
、
ド
ラ
ム
附
一
・
八
４
　
　
分
使
川

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
『

＼＼ｘ

　　　卜卜

第1回水道週間
(昭和34年度)

平成２年度
　比　較
･リ隋帽塵

総人　口 162,179人 　309,4( 5人　　1,9 if;',

一一
　307.851人　3.16倍給水人口 97,353人

普及　率 60.00％ 99.50％ 　－-一一

･1.り7倍総配水量 8,257,884m･ 4K()'l≪,r)20m

一日平均配水量 22,624m

31,l?47㎡

112,462rn

141,980ぱ

4.}7f('f

4.5(H倍一日最大配水量

　
コ
ッ
プ
三
杯
ほ
ど
で
済
む
歯
み
が

き
も
、
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
ま

す
と
、
て
分
間
に
お
よ
そ
｝
ト
ぐ
杯

分
も
ム
ダ
に
な
り
ま
す
、

　
水
桶
に
水
を
た
め
て
す
す
げ
ば
、

．
川
の
洗
濯
に
必
要
な
水
は
パ
‥
‥
リ
ッ

ト
ル
く
ら
い
流
し
た
ま
ま
で
す
と
、

二
阿
四
ト
リ
ッ
ト
ル
も
使
い
ま
す
．

－
―
－
　
　
　
　
一

-

　
浴
槽
に
は
、
二
百
～
ご
．
．
自
リ
ッ

ル
の
水
が
入
り
ま
す
．
残
り
湯
は

庭
の
打
ち
水
や
洗
濯
、

ま
し
ょ
う
。

ト

掃
除
に
使
い

洗
眼
も
、
バ
ケ
ツ
に
水
を
く
め
ば
、

斤
杯
で
Ｏ
Ｋ
。
流
し
た
ま
ま
で
す
と
。

バ
ヶ
ツ
ペ
ト
杯
一
一
百
四
ト
リ
ッ
ト
ル

以
に
も
使
い
ま
す
。

　
蛇
‐
は
ち
ょ
っ
と
ひ
ね
っ
て
も
、

ご
分
間
に
六
～
ト
ニ
リ
ッ
ト
ル
の
水

が
出
ま
す
．
開
け
た
り
閉
め
た
り
、

こ
ま
め
に
調
整
し
ま
し
ま
Ｉ

　
ボ
タ
ポ
タ
落
ち
る
程
度
の
漏
水
で

も
一
時
間
で
約
一
リ
ッ
ト
ル
、
一
ヵ

月
間
で
普
通
の
浴
槽
約
四
杯
分
に
も

な
り
ま
す
上
一
れ
が
糸
状
に
な
る
と
、

一
力
川
で
な
ん
と
、
浴
槽
の
．
．
ト
几

杯
分
に
も
な
り
ま
す
『

ｉ
ｊ
ｌ
‘
・
’
　
‐
　
　
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
蛇
‐
川
の
パ
ッ
キ
ン
は
水
道
岫
、

支
所
、
消
防
署
な
ど
で
無
料
で
簾
し

し
げ
て
い
ま
す
。
自
分
で
取
り
控
え

る
と
き
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

一 一

７



水
道
週
周
　
期
房
φ
に
の
庁
事

水
道
な
ん
で
も
相
談

　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
日
時
　
六
月
七
日
（
金
）
午
前

九
時
三
十
分
１
午
後
三
時

　
場
所
　
厄
田
公
園

＊
プ
リ
ン
セ
ス
お
か
ざ
き
に
よ

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
（
粗
品
進
呈
）

浄
水
場
の
一
般
公
開

　
対
象
施
設

　
ｏ
川
心
川
浄
水
場

　
ｃ
六
供
浄
水
場

　
（
‥
）
仁
木
浄
水
場

　
期
間
　
六
川
一
目
（
上
）

　
　
　
　
　
～
七
‐
（
金
）

＊
グ
ル
ー
プ
で
見
学
す
る
場
介

は
水
道
局
浄
水
課
（
ａ
9
9
Ｖ
Ｉ

１
０
１
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

水
道
工
事
は
市
指
定
水
道
工
事
店
で

　
宅
地
内
の
水
道
工
事
の
新
設
・
増
設
・
改
造
・
修
理
な
ど
は
、
必

ず
ぶ
の
指
定
水
道
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
、

市
指
定
給
水
装
置
工
事
店

平
成
３
年
５
Ｕ
Ｉ
‐
現
在
　
　
洲
嗇
　
　
　

順

指定工事店名 所在地　Ｉ　電話

畔柳住宅設備 針峰町 51－3838

近藤設備工事店 岩津町 45－3279

(株)佐野水道設備工柴所 井田町 23－7076

柴田設備 竜美旭町 53－6157

(有)鈴木管工 福桶町 43－2151

(有)タイコウ設備 六名本町 53－7821

武田機工(株) 欠町 22－2642

大冷工柴(株)岡崎支店 朝日町 21－6241

中外設備工彙(株) 戸崎町 51－4025

(株)中部西三河支店 牧御堂町 54－4711

(有)鳥居　　　　　本町通2丁目 21－0933

(有)中村工務店 羽根町 51－2836

(有)ハヤシ設備 西大友町　31－7850

深津設備 福岡町 51－9454

深見鉄工所 鴨田町 21－3683

フジ興槃(株) 稲熊町 25－0417

古田設備 藤川町 48－2206
-
52－7550細井設備 緑丘２丁目

(有)本多設備 大幡町 48－2838
一一
47－2380丸信設備 須淵町

(有)山田管工 大西１丁目 21－2716

山本設備 米河内町 46－2737

渡漫設備(株) 中鳥町 43－3010

指定工事店名　　｜　所在地 電話

アオイ設備工業（株）　美合新町　' 52－2228

浅井設備工業所 広幡町　　22－6599

朝倉ポンプ店 戸崎町　　51-4891

石武水道工事店　　　!南明大寺町 52－1641

石田設備(株) 六供町 24－0139

(株)板倉工務店 根石町　' 22－3622

市川ポンプ店 鴨田町 21－1879

(有)今井水道設備 石神町 21－4820

(株)岩瀬工務店 大平町 24－D408

(有)ゥィード 本宿町 48－5501

梅村設備工業岡崎営業所 欠町 22－5629

浦上建設(株) 美合町 51－1460

大恵水道工業（株）　　矢作町 31－2048

太田建設（株）　　　稲熊町 22－16S8

尾崎工業（株）　　　井田南町 22－7411

織田工務店　　　　，福岡町 51－9151

(資)かじ吉商店 福岡町　　51－9311

かとう水道 竜美東2丁目 53－0D20

有加納空鯛工事センター 井田西町 23－1859

(株)河合設備 大樹寺1丁目 24－B533

喜栄工UK株) 渡町 31－3177

共栄工事(株)IS1崎支店 明大寺町 21－EBB2

倉橋ポンプ工事店 才栗町 47－2326

｜

萱51－5517江口３丁目４番地23岡崎市管工事業協同組合

８



●
こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。

０
水
道
の
使
用
を
開
始
さ
れ
る
と
き

＠
引
っ
越
し
し
て
い
か
れ
る
と
き

＠
長
い
間
、
水
道
を
お
使
い
に
な
ら

　
な
い
と
き

○
使
用
者
、
ま
た
は
所
有
者
の
名
義

　
が
変
わ
る
と
き

●
お
問
い
合
わ
せ
の
と
き
は

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
領

収
書
に
書
い
て
あ
る
お
客
様
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

０
水
道
の
使
用
の
開
始
お
よ
び
中
巾

　
の
届
け
出
に
関
す
る
こ
と

　
業
務
課
調
定
係
a
2
3
ド
6
3
5
0

＠
使
川
水
‥
以
に
関
す
る
こ
と

　
業
務
課
計
‥
厄
係
ｓ
2
3
－
6
3
4
7

＊
県
営
水
道
事
業
で
は
、
次
の
Ｉ

浄
水
場
を
公
開
し
ま
す
。

○
豊
…
川
浄
水
場

　
S
0
5
6
5
1
4
5
1
1
ｒ
ａ
Ｏ
・
Ｏ

Ｏ
幸
田
浄
水
場

　
容
6
2
－
１
４
’
０
０

　
詳
し
く
は
、

ね
く
だ
さ
い
。

各
浄
水
場
へ
お
尋

＠
水
道
料
金
に
関
す
る
こ
と

　
震
務
課
料
金
収
納
係
S
2
3
1
6
3

0
給
水
装
置
の
に
Ｖ
４
*
に
関
す
る
こ
と

　
碇
務
課
給
水
係
容
2
3
1
6
3
3
8

＠
道
路
に
な
ど
の
水
も
れ
に
関
す
る

　
こ
と

　
配
水
課
修
繕
係
容
5
2
1
1
5
1
0

＠
水
質
に
関
す
る
こ
と

　
浄
水
課
水
質
管
理
係
容
刀
一
１
１
１

●
平
目
の
業
務
時
間
は
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
‐
は
午
後
零

時
3
0
分
）

●
上
記
以
外
は

業
務
時
間
外
、
日
曜
、
祝
‐
は
水
道
局

の
‐
直
・
宿
直
雀
容
5
2
1
1
5
1
0

　
　
　
●

水
の
使
用
後
は
、

排
水
も
自
然
に
優
し
く
。

●
調
理
く
ず
は
流
さ
な
い
で

　
調
理
く
ず
は
、
流
し
に
三
角
コ
ー

ナ
ー
や
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト
な
ど
を

備
え
、
直
接
流
さ
な
い
。

●
洗
剤
は
無
リ
ン
洗
剤
を

　
洗
濯
に
は
、
せ
っ
け
ん
か
リ
ン
を

含
ま
な
い
洗
剤
を
、
正
し
く
計
っ
て

使
用
す
る
。

環
境
課
環
境
保
全
係
ａ
Ｍ
一
1
6
1
8
8

●
使
用
済
み
油
は
正
し
く
処
理

　
人
ぷ
ら
廃
油
は
占
新
聞
や
布
に
し

み
込
ま
せ
て
ご
み
と
し
て
出
し
た

り
、
せ
っ
け
ん
作
り
の
原
料
に
。

●
浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
確
実
に
Ｉ

浄
化
槽
を
使
川
し
て
い
る
家
庭
で
　
　

清は

ｰ-　－
、
専
門
業
行
に
よ
る
定
期
点
検
や

掃
を
お
忘
れ
な
く
。

９
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i祝学区こどもの家完工式

技能五輪で上位独I'i

●　⑩

　'7〃i≪ -,-,:#貫^^両*･

　

。

ｌｌ

-、

●

ｉ

　　　岡崎市で開かれた技能丘輪全国大会/::Eの部で、rli内の石

　　　材店で働きながら、岡崎技術工学院で学ぶ３人の片片がI-.(.'/.
●　を独占。見事優勝したのは岡川I

III*,さん。2Vf.に増渕房山さ
　　　ん、3 f.y.に菅野孝夫さんが人賞。優勝した岡田さんは、6月

　　　にオランダで開かれる匪界人会に出場します。

　　　　　１　　　　　　　　　“　゛'.£/■｡り-^
ご117

1

／1’ｊ

ﾃﾞ

く

φ

学区こどもの家、新たに７館

学校から帰った児丿我が安全で楽しく遊べるよう

に、また地域の皆さんの健康づくりやふれあいの

場として、昭和m年度から各学区に建設している

学区こどもの家。このたび常磐、小立M、脹石、

緑lr.、常磐東、細川、愛宕の７学区に完成しまし

た。これで、41学区中29学区に完成し、今年度中

に全学区の完成を目指しています。

動物がいっぱい

小動物園にもなっている束公|伺で「動物ふれあい広場」

を開きました。会場には召共たちに入気の動物がいっぱい。

ウサギを抱きかかえたり、ロバとの記念撮影やヒツジの毛

刈りに皆大喜び。緑の週闘にちなみ緑化木の配布、即売も

あり、多くの家族連れでにぎわいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in

φ



｀ - ‾ ～ ふ 、 ．

一一々プフ≒7
I　I●I●1　　・

U9jpi欝貨占留
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中央市民センタ-用設

'夕｀

上六名3丁日の勤労青少年ホーム内に「中央市民センター」

を開設しました。Il.'{和61年以来、明大寺本町の岡崎センター

ビル内でll/中央部の生涯学習施設として開設してきた中央カ

ルチャーホームは、部屋不足や駐車場もないことから、改装

工事の完成した勤労青少年ホーム内に新しく中央.l/民センタ

ーとして開設しました。

φ

「五万石ふじ」満開

巾の花「ふじ」の帽i斤。岡崎公園のふじ棚は鮮

やかな紫の花に包まれました。この「瓦JJ石ふ

じ」は市指定の天然記念物。樹令100 午を超え

る大木をはじめ、17本のふじがいっぱいに枝を

広げた棚の下では、家族連れなどがほんのり漂

う川‘い香りを楽しんでいました。

ぶμgジヅ
・
ｊ
ｎ
／
．
心

応
対
以

ご
’
Ｊ
・
．
’
ｊ
ら
’

‘
．

庄
―
　
Ｉ
ｆ
　
Ｚ
ｊ
１
１

ｊ
¨
昌
ノ
ン

　
プ
Ｕ
べ
し

ｆ
.
.
-
.

Ｙ
^

-
.
■
■
^
・
■
'

び
Ｉ
一
‥
‘

’ １
．

‐
．
’
ｆ
．

ｙ
で
ム
気
と

でF作り遊びを満喫

　　　新緑が鮮やかな菅唯川!"I川敷で「子どもまつり」を

゛　開きました。河川炊には、作って遊ぶコーナーや川遊

　　　びコーナー、わんぱく相撲、ウォークラリーなど楽し

|　

いコーナーがずらり。中でも作って遊　コーナーは人

？･･≫･≫*　気の的。了･供たちは、割りばし鉄砲やわら細工、おじ
芦　やみ、竹とんぼ、缶げたなど片なつかしいおもちゃづ

’　　くりに夢中になっていました。
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地
域
の
話
題
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
ま
ち
の
特
派
員
だ
よ
り
」
。

今
号
は
、
新
特
派
員
の
第
一
回
目
と
し
て
全
員
の
紹
介
と
、

高
齢
化
の
進
む
元
能
見
地
区
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

平
成
３
年
度
ま
ち
の
特
派
員
で
す

　
　
　
　
　
一
年
間
よ
ろ
し
く
／
・

　
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

　
「
ま
ち
の
特
派
‥
‥
｛
だ
よ
り
一
も
今
年

で
ト
年
Ｈ
‥
を
迎
え
ま
し
た
。
外
中
７
　

佼
区
に
一
人
ず
つ
の
特
派
Ｕ
の
み
な

さ
ん
が
、
身
近
に
起
き
た
出
来
ご
と
、

地
域
に
密
杵
し
た
話
題
、
自
ら
が
叫

昧
を
持
ち
収
材
し
た
特
ダ
ネ
な
ど
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
年
も

川
Ｕ
ト
九
日
に
巾
役
所
第
一
二
一
委

貝
会
室
で
委
嘱
状
交
付
式
が
あ
り
、

次
の
か
た
が
た
に
特
派
Ｕ
と
し
て
一

年
間
、
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

甲
山
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
大
野
義
孝
さ
ん

　
　
（
石
材
業
・
小
■
■
町
）

美
川
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
小
野
澄
子
さ
ん

　
　
（
主
婦
・
大
平
町
）

南
ブ
ロ
ヴ
ク
　
　
　
八
田
喬
子
さ
ん

　
　
（
主
婦
・
戸
崎
町
）

屯
海
ブ
ロ
ヴ
ク
　
　
荒
江
克
子
さ
ん

　
　
｛
主
婦
・
竜
美
南
三
丁
口
｝

発
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
杉
浦
か
つ
子
さ
ん

　
　
（
主
婦
・
伊
叙
町
）

城
北
ブ
ロ
。
’
ク
　
　
高
木
明
治
さ
ん

　
　
（
保
険
代
理
零
・
尾
能
見
町
）

Ｍ
岡
ブ
ロ
ご

　
　
つ
王
啼
・
陥
岡
町
）

束
海
ブ
ロ
ッ
ク
　
山
本
ひ
ろ
み
さ
ん

　
　
（
主
婦
・
屯
泉
寺
町
）

河
ぺ
‥
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
天
野
雅
之
さ
ん

　
　
（
反
已
業
・
秦
梨
町
）

常
磐
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
稲
葉
秀
夫
さ
ん

　
　
（
反
毛
業
・
…
む
中
町
）

折
衷
‐
山
ブ
ロ
ッ
ク
　
藤
嶋
歳
夫
さ
ん

　
　
（
建
具
業
・
細
川
町
）

…
石
津
ブ
ロ
ヴ
ク
　
　
柴
田
篤
子
さ
ん

　
　
（
ａ
業
・
駒
―
町
）

沁
印
ブ
ロ
ヴ
ク
　
　
米
津
一
義
さ
ん

　
　
（
農
業
・
上
佐
々
木
町
）

い
へ
作
北
ブ
ロ
ッ
ク
竹
内
ま
さ
よ
さ
ん

　
　
（
会
吐
員
・
僑
‐
町
）

六
″
笑
ブ
ロ
ッ
ク
松
井
恵
美
子
さ
ん

　
　
（
農
業
I

･
　
･

･
‐
野
町
）

竜
南
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
神
尾
昌
夫
さ
ん

　
　
（
薬
剤
帥
・
緑
丘
三
丁
目
）

北
ブ
ロ
ッ
ク
　
　
　
竹
口
多
恵
さ
ん

　
　
（
主
婦
・
鴨
川
町
）

高
齢
化
が
目
立
つ
我
が
町

´
　
　
ｊ

　
　
　
城
北
ブ
ロ
ッ
ク
ぶ
皿
同
木
明
治
さ
ん
（
元
能
見
町
）

　
近
ご
ろ
、
我
が
町
内
に
も
。
め
っ

き
り
お
年
寄
り
が
増
え
て
き
た
こ
と

を
痛
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
・
一
の
よ
う
な
高
齢
化
の
進
む
実

態
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
私
自
身
が
そ
の
匪
代
に
陣
問

人
り
す
る
年
齢
に
達
し
た
か
ら
で
し

　
学
区
内
の
高
齢
化
は
町
の
形
態
に

よ
っ
て
も
差
が
あ
り
ま
才
。
巾
の
統

計
資
料
に
よ
れ
ば
、
巾
企
休
に
お
け

る
高
齢
衿
（
八
ト
歳
以
Ｌ
）
の
１
　
［
め

る
割
へ
‐
は
ご
二
・
五
％
で
あ
る
の
に

比
べ
て
、
私
か
匯
ん
で
い
る
。
几
能
見

隣
接
三
力
町
は
二
八
・
六
％
と
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
十
(
･
･
＝
？
能
見
町
二

六
・
八
％
、
松
本
町
二
三
・
一
％
、

岫
な
町
―
几
・
几
％
∇
　
こ
の
要
囚

と
し
て
は
、
１
　
。
几
能
見
隣
接
三
力
町

は
川
地
域
内
で
戦
災
を
免
れ
た
こ
と
、

た
と
え
幟
災
を
受
け
て
も
自
分
の
所

有
地
を
１
放
さ
な
か
っ
た
た
め
、
持

ち
家
の
人
が
多
く
流
動
性
が
な
い
。

合
雀
地
が
少
な
い
た
め
苔
い
世
代
の

入
り
こ
む
余
地
が
な
い
。
③
核
家
族

化
の
傾
向
か
強
い
。
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
町
に
お
け
る
高
齢
者
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
旅
行
、

カ
ラ
オ
ヶ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
に

憩
い
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
巾
も
高

齢
折
対
ぺ

岡
崎
、
三
世
代
宅
地
供
給
事
匙
な
ど

の
辿
碩
を
し
て
お
り
、
鳥
齢
嗇
側
も

そ
の
よ
う
な
地
碩
に
映
画
的
に
参
加

し
て
い
く
こ
と
が
人
切
な
よ
う
に
思

い
ま
す
。

１
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活かす情報

　
私
た
ち
の
消
費
生
活
も
巴
か
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
も
経
済
址
会
の
侈
り
変

わ
り
を
反
映
し
て
、
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
昭

和
三
十
年
代
は
。
鳥
度
成
長
の
始
ま

り
と
と
も
に
、
商
品
の
岫
質
。
安
全
、

未
熟
さ
な
ど
を
指
摘
す
る
相
談
が
主

で
し
た
が
、
昭
和
四
ト
八
年
の
第
一

次
オ
イ
ル
シ
ョ
″
ク
の
こ
ろ
を
境
に

し
て
、
悪
質
な
訪
開
版
売
と
か
、
マ

ル
チ
商
法
な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
は
。

昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
に
入
っ
た
現

在
も
な
お
続
い
て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
ま
す
。
。

　
訪
問
販
売
等
の
破
害
か
ら
消
費
者

を
守
る
た
め
「
訪
問
販
売
等
に
関
ず

る
法
律
」
に
よ
り
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ

フ
の
肌
定
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
は
、
不
意

打
ち
の
訪
問
販
売
で
契
約
を
し
た
場

合
な
ど
に
、
不
安
な
ら
ば
一
定
間
間

　
（
取
引
内
容
に
よ
っ
て
八
日
～
十
四

口
）
内
に
限
り
、
消
費
者
か
ら
の
一

方
的
な
解
約
を
認
め
る
制
度
で
す
、

た
だ
し
原
則
と
し
て
、
マ
ル
チ
商
法

を
除
き
、
店
舗
（
営
業
所
）
以
外
の

場
所
で
の
取
り
引
き
を
適
用
対
象
と

－
－

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
県
・
市
で
は
専
門

の
相
談
‥
貝
を
置
き
、
時
限
的
に
消
賀

者
保
護
行
政
に
収
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
縁
日
の
消
賞
生

活
の
な
か
で
、
関
人
の
力
で
は
解
決

で
き
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
ト

ラ
ブ
ル
に
出
会
う
こ
と
か
あ
り
ま
す

そ
う
し
た
場
合
、
早
め
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
主
な
相
談
窓
‐
は
、
▼
愛

知
県
西
三
河
消
咄
生
活
セ
ン
タ
ー
Ｓ

53

0
9
9
9

▼
自
治
課
消
代
生

活
係
公
２
３
１
６
２
１
９
、
▼
自
治
課

市
民
相
談
係
豊
2
3
1
6
4
9
2

e･

｜小
さ
な
親
切

市
長
々
根
狐
火

　
先
日
、
タ
‥
占
屋
に
行
く
途
中
、
束

名
高
速
道
路
の
岡
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
’
一
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
私

の
巾
の
運
転
手
さ
ん
が
料
金
所
で
通

行
券
を
受
け
収
ろ
う
と
す
る
と
、
料

金
収
受
員
さ
ん
か
［
運
慨
手
さ
ん
、

県
の
前
に

と
言
っ
て

ゝ 　 ● ~

何
か
付
い
て
い
ま
す
よ
Ｉ

、
そ
れ
を
収
っ
て
く
れ
た
、

国
道
一
り
線
辺
り
の
道
端
に
襟
っ
て

い
た
紙
く
ず
が
フ
ロ
ン
ト
グ
リ
ル
に

引
っ
掛
か
ご

て
い
ま
す
よ
に
’
と
教
え
て
く
れ
る
経

度
な
ら
仏
も
そ
ん
な
に
悠
心
し
、
感

激
も
し
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の

な
は
わ
ざ
わ
ざ
ブ
ー
晟
か
ら
降
り
て

求
て
、
そ
れ
を
収
っ
て
く
れ
た
、
岡

崎
イ
ン
タ
ー
に
こ
の
よ
う
な
顧
客
サ

ー
ビ
晟
に
奴
″
め
て
い
る
素
晴
ら
し
い

職
‥
μ
が
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
収
の
お

客
様
を
お
迎
え
す
る
岡
崎
の
玄
関
口

の
誇
り
で
も
あ
る
と
思
っ
た
。

　
『
暗
い
、
冷
た
い
、
不
悦
切
だ
、
成
帳

っ
て
い
る
、
怠
け
て
い
る
』
を
お
は
所

の
五
大
イ
メ
ー
ジ
と
言
う
そ
う
だ
が
、

市
民
の
た
め
に
あ
る
役
所
と
す
れ
ば

反
省
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
私
は
行
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
十
年
余
り
、
今
ま
で
自
ら
を
阻

し
な
が
ら
、
全
職
員
が
市
民
奉
仕
の

原
点
に
立
ち
返
っ
て
行
政
の
見
直
し

を
進
め
る
よ
う
に
、
口
を
す
っ
ぱ
く

し
て
言
っ
て
き
た
。
そ
し
て
接
遇
研

修
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
、
職
員
が
能

力
を
Ｊ
１
分
発
揮
し
て
市
民
の
朗
待
に

応
え
る
よ
う
指
導
し
て
き
た
。
こ
の

結
米
、
部
習
に
よ
っ
て
は
巾
民
の
皆

様
か
ら
「
以
前
に
比
べ
る
と
対
心
が

非
常
に
よ
く
な
っ
た
」
と
か
「
ｔ
務

処
理
が
に
口
く
な
っ
た
」
と
お
褒
め
の

言
柴
も
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
「
稗
処
三
年
。
倹
討
ト
年
」
だ

と
お
し
か
り
を
受
け
る
心
け
も
あ
る
。

　
　
「
お
役
所
匝
小
」
と
。
一
口
う
と
サ
ー

ビ
ス
の
悪
さ
の
ｃ
ｆ
-
＞
:
：
詞
に
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
収
受
貝
さ
ん
の
よ
う
に
、

小
さ
な
親
切
を
沁
み
重
ね
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
心
掛
け
れ
ば
「
行
政
こ
そ
殼

大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
？
」
に
す
る
こ

と
も
夢
で
は
な
い
。

ず
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婦
人
会
館
の
一
日
教
室

　
日
時
　
６
月
２
日
剛
・
９
日
剛
の

２
回
　
午
前
｡
―
I
時
～
正
午

　
場
所
　
働
く
婦
人
会
館

　
内
容
　
リ
ホ
ー
ム
「
染
花
・
ア
ジ

サ
イ
」
作
り

　
指
導
者
　
加
藤
憲
子
氏

　
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
4
0
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

　
教
材
費
　
二
千
円

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
①
講

習
名
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話

番
号
⑥
職
業
（
返
信
用
は
が
き
に
も

住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
）
を
記
入
へ

〒
…
一
「
　
市
内
伊
賀
新
町
十
番
地
三

働
く
婦
人
会
館
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
５
月
2
4
日
間
（
必
着
）

　
さ
し
木
の
い
ろ
い
ろ

日
時
　
６
月
2
2
日
出
　
午
前
1
0
時
～

～
正
午

　
場
所
　
漸
く
婦
人
会
館

　
内
容
　
上
手
な
さ
し
木
の
方
法
ほ
か

　
指
導
者
　
神
谷
万
一
士
保
氏

　
対
象
者
　
一
［
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
2
0
人
（
先
石
順
）

　
教
材
費
　
八
百
円

※
　
よ
く
切
れ
る
は
さ
み
を
持
参
。

　
申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で

働
く
婦
人
会
館
ま
で
r
≫

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　
日
時
　
６
月
２
日
閣
　
午
前
９
時

雨
天
コ
止
（
小
雨
て
も
中
上
）

　
場
所
　
東
公
園
周
辺
（
欠
町
）

※
　
集
合
場
所
は
東
公
園
南
駐
車
場

　
指
導
者
　
岡
崎
野
鳥
の
会
会
員

　
用
意
す
る
も
の
　
筆
記
用
具
、
運

動
の
で
き
る
服
装
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
・

｜

り
遠
鏡
・
図
鑑

東　公　園

南側駐車場
(集合場所)

1

竜
北
メ
ー
ン
ロ
ー
ド

－
参
加
希
望
者
は
、

　
場
所
へ
。

弓
道
教
室

-

パス停
東公園口　

　
停
ロ
　
　
　

一

.＿J＿-.
　　バス1

　東公園i

当
日
集
合

　
日
時
　
６
月
８
日
出
Ｔ
’
７
月
2
0
日

山
の
毎
週
火
・
土
曜
日
（
1
3
回
）
に
・

後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
公
園
弓
道
場

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
男
女
（
高
校
生
は
除
く
）

　
募
集
人
員
　
2
0
人

　
受
講
料
　
三
千
五
百
ヨ
（
傷
害
保

険
料
、
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

　
申
込
方
法
　
住
復
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
職
業
、
経
験
の
有
無
を
記
入
し
、

〒
4
4
4
　
市
内
六
名
本
町
七
　
岡
崎
市

体
育
協
会
「
弓
道
教
室
」
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
５
月
3
1
ヨ
金
（
必
着
）

　
問
合
せ
先
　
佐
野
秀
夫
　
容

―
　
ｏ
ｏ
　
C
T
)
　
ｒ
*

53

初
心
者
居
合
道
講
習
会

　
日
時
　
６
月
～
７
月
の
毎
週
水
曜

日
　
午
後
７
時
3
0
分
～
９
時

　
場
所
　
錬
心
餓
道
場
（
竜
泉
寺
町
）

　
参
加
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
男
女

　
募
集
人
員
　
2
0
人

　
受
講
料
　
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
　
木
刀
は
お
貸
し
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
は
か
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
畦
別
、
年
齢
、
瓶
話
番
号
、

職
業
、
を
記
入
し
、
〒
禰
　
市
内
六

名
水
町
七
　
岡
崎
市
体
育
協
会
「
居

合
逓
講
習
会
に
係
ま
で
。

　
申
込
期
限
　
５
月
3
1
日
恣
（
必
着
）

　
問
合
せ
先
　
山
本
栄
　
ａ
り
　
５

日
月
の
美
術
館
の
催
し

第
1
9
回
市
民
美
術
展

　
（
総
合
）
　
　
　
　
５
／
2
5
1
6
／
２

ホ
タ
ル
ヤ
蛍
光
会
写
真
展

　
（
写
真
）
　
６
ノ
４
午
後
～
６
／
９
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岡
崎
等
迦
展

　
（
絵
画
）
　
　
　
　
６
／
５
～
６
／
９

新
所
蔵
品
展

　
（
総
合
）
　
　
　
　
６
／
５
～
６
／
９

第
3
1
回
岡
崎
二
紀
研
究
会
展

　
（
洋
画
）
　
　
　
　
６
／
1
2
～
６
／
1
6

倉
田
長
之
助
傘
寿
展

　
（
洋
画
）
　
　
　
　
６
／
1
2
～
６
／
1
6

第
1
6
回
爽
陽
会
展

　
（
洋
画
）
　
　
　
　
６
／
同
～
６
／
2
3

第
1
0
回
結
美
展
（
絵
画
・
工
芸
・
彫

刻
・
写
真
）
　
　
６
／
1
9
～
６
／
2
3

第
2
7
回
岡
崎
市
教
職
員
み
ょ
う
に
ち

展
（
総
合
）
　
　
　
６
／
2
6
－
６
／
3
0

岡
崎
硬
筆
書
芸
展

　
（
硬
筆
）
　
　
　
　
６
／
刀
ツ
’
６
／
3
0

　
開
館
時
間
　
午
前
1
0
時
～
午
後
６

時
（
入
館
は
午
後
５
時
3
0
分
ま
で
。

各
行
事
と
も
最
終
日
は
終
了
時
刻
が

早
く
な
り
ま
す
。
）

　
月
曜
日
休
館
・
入
場
無
料

舟をみる子供　ペン水彩画

｜

消
費
生
活
専
門
講
座

　
期
間
　
６
月
５
日
～
８
月
７
日
の

毎
週
水
曜
日
、
た
だ
し
６
月
2
0
日
の

み
木
曜
日
（
計
1
0
回
の
講
座
）

　
場
所
　
市
民
会
館

■
消
費
生
活
専
門
講
座

　
定
員
　
6
0
人

　
受
講
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
電
話
で
自
治
課
消
費

生
活
係
ま
た
は
県
西
三
河
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
a
5
3
‐
1
0
9
9
9
）
ま

で
。
５
月
2
0
日
囲
か
ら
受
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

（
生
活
経
済
Ｂ
・
食
生
活
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

※※

?

難

説

難

謝

川

８
月
７日

31
日

24
日

17
日

10

７
月
３日

26
日

20
日

12
日

６
月
５
日

子
供

の
健

康
と
食
生
活

食

卓
コ

ミ
ユ

－
－
ケ
ｊ

シ
ヨ

ン

施
設

見
学

み
ど
り
牛
乳
－
半
田

市一

森
永
製
菓

⌒
安
城
市－

育

ち
盛
り
の
食
生
活
にひ

と
工
夫

健

や
か
に
子
育
て

－－
れ
かｊ

暮
作

え

輸
入
拡
大

自
由
化

の
な
か
で

霜

享

１

パ在

出

ノヾ
１

ゲ
ン

セ

　｜
ル

の
し

く
み

と
活
用

法

買
い
物
の
値
段

と
流
通
の
し

く
み

テ

｜

マ

医
毒

士

末
雷

里

愛

知
教
育
大
学

教
授

米川

五郎

稲｜

§

　名
　古
　屋
　自
　由
　学

　院
学短
長期

　大
種学

橋
正
徳

中
京
大
学

教
授

市川

繁

愛

知
学
院

大
学

助
教
授

石
瀬
隆

愛
Ｅ

大
学

教
授

；

－

ミ

所経
:|

田所
；

11

-ヽ
l

葱

企画展

竹久夢二とその周囲

～子どもたらへの絵とお話の噌 >)物～

[萌]

　５月19日(日)～６月16日(日)

[懸]

　おかざき世界子ども美術博物館

　企画展示室、第１・２展示室

開館時間　午前9 時～午後４時30 分

　　　　　(入館は午後4時まで)

休館日　毎週月曜日

市
立
岡
崎
病
院
の

看
護
職
員
募
集

　
職
種
　
保
健
婦
、
助
産
婦
、

婦
、
准
看
護
婦

看
護

　
対
象
　
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
お
持

ち
の
か
た

　
募
集
人
員
　
1
0
人
程
度

　
選
考
内
容
　
書
類
審
査
、
面
接
、

健
康
診
断

　
申
込
方
法
　
履
歴
書
と
免
許
証
の

写
し
を
、
〒
棚
　
市
内
若
宮
町
二
丁

目
二
番
地
　
市
立
岡
崎
病
院
庶
務
課

ま
で
郵
送
ま
た
は
、
直
接
お
持
ち
く

た
さ
い
、
．

　　入館料　大人　３００円

　　　　　　　小・中学生　1 0 0円

■展示内容

　　竹久夢二の作品群旧本画、尽彩、

　絵本・雑誌・楽譜とその原画)

　　　　　　　　　　　　　約1 0 0点

　　武井武雄など同時代・その後に活躍

　した作家たちの絵本・雑誌とその原画

　　　　　　　　　　　　　約1 0 0点

おかざき世界子ども美術博物館

　　　　　　き53　35 11

Ｍ
虜
1
1
１
1

お田植えまつり
｢!

■日時　６月９日（日）午後２時から

■場所　中島八幡社内大正宮～悠紀

　　　　斎田（雨天の場合は、六ッ

　　　　美南部小学校で行います）

・内容　記念式、お田植えおどり、

　　　　お田植え式

六ッ美悠紀斎田保存会（六ッ美支所内）き43　25０0
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市
内
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
ご
案
内

大
門
公
園
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

桑
谷
キ
ャ
ン
プ
場

　
場
所
　
桑
谷
町
雨
山
一

　
期
間
　
７
月
2
2
日
面
～
８
月
3
1
日
山

　
利
用
料
　
無
料
（
テ
ン
ト
、
飯
ご

う
、
燃
料
、
毛
布
な
ど
は
、
各
自
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

　
申
込
期
間
　
６
月
１
日
出
か
ら

　
申
込
先
　
観
光
課
観
光
施
設
係

　
交
通
　
名
鉄
バ
ス
「
羽
栗
に
行
き

　
「
桑
谷
に
下
車
、
徒
歩
1
5
分

名'i

‐
１
１
ｊ

至桑谷山荘

桑谷キャンプ場

　
場
所
　
大
門
三
丁
『
ヨ
二
三

　
期
間
　
７
月
2
0
日
山
～
８
月
3
1
日
出

　
利
用
対
象
　
一
巾
薦
の
青
少
年
団
体

　
利
用
人
数
　
6
0
Λ

　
利
用
料
　
無
心
’

　
貸
し
出
し
備
品
　
テ
ン
ト
（
６
人

用
）
ｍ
一
張
、
飯
ご
う
3
0
個
、
三
升
な

べ
３
嘔
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
1
0
嘔
、
や
か

ん
８
個
、
洗
い
お
け
６
個

　
申
込
期
間
　
５
月
1
5
B
㈹
～
3
1
日

宙
。
た
だ
し
、
中
込
み
多
数
の
場
合

は
６
月
１
日
山
に
抽
選
。

　
申
込
先
　
再
少
年
婦
人
課
庶
務
係

　
交
通
　
山
愛
知
環
状
鉄
道
「
大
門

駅
一
下
車
、
４
　
歩
ｍ
一
分
　
ぷ
名
鉄
バ

ス
「
入
門
聊
ご
行
き
一
大
門
小
学
陸

前
・
下
車
、
４
　
歩
５
分

働
く
者
の
山
の
家
夏
期
利
用

場
所
　
上
衣
文
町
猿
Ξ

一
八
三

・ ㎜ -

こ‾‾｀

　
期
間
　
７
月
1
9
日
＜
？
i
-
-
ｏ
ｏ
月
3
1
ヨ

巾
　
た
だ
し
火
曜
日
は
休
業
ヨ

　
利
用
対
象
　
原
則
と
し
て
市
汽
の

社
会
教
育
関
係
団
体

　
申
込
期
間
　
５
月
1
7
日
φ
ヽ
3
1
日
命

　
申
込
先
　
社
会
教
育
課
1
　
1
教
係

　
交
通
　
名
鉄
本
線
「
本
省
択
」
下

車
山
池
歩
1
5
分
　
○
名
鉄
バ
ス
ｔ
山
方

面
行
き
、
二
本
六
一
下
車
よ
心
歩
５
分

Ｎ
４
↑

　
８
月
３
日
出
に
開
催
す
る
岡
崎
観

光
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
の
協
賛
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
協
賛
者
の
特
典
と
し
て
、
協
Ｍ
金

額
に
応
じ
て
観
覧
用
さ
敷
を
優
先
的

に
購
入
で
き
ま
す
。

　
受
付
期
限
　
６
月
2
5
日
肉

　
受
付
場
所
　
観
光
協
会

３
楷
　
観
光
課
冽
｝

・
協
賛
の
種
類

（
而
役
所

にIS。

1
35,000円１

規格･数量
区分■

種●桝数協賛金額

（
消
費
税
込
）

n 4号玉（役物）|P （6玉） 35,000円

!t 5号玉（役物）i口(3玉) 35,000円

特

典

８号玉（役物）IP (I玉) 35,000円

10号玉(役物）in (I玉） 45,000円

大のし(p姪1.5c≫)・IR(2本) 35,000円

仕掛花火 自　由

う　ち　わ iﾛ(1,000本| 82,400円

プログラム 10,300円～61,800円

７万円以上-14万円未満　２桝
．　’いのレ

I '^ ･ﾑA I　：こ‘

４桝

14万円以上~2I万円未満

21万円以上～28万円未満

　28万円以上　　　　　　　り桝

りただし､申込期限前であっても売

り出し予定数を超えた場合は､購入

できませんので、ご了承ください、

市
営
住
宅
空
き
家
待
ち

　
募
集
す
る
住
宅
　
第
－
種
…
中
之

郷
荘
、
桑
谷
苛
、
平
地
荘
　
第
２
種

…
中
之
郷
蓬

　
申
込
受
付
　
６
月
１
日
山
か
ら
2
9

日
出
ま
で
、
建
築
住
宅
課
住
毛
管
理

係
へ
（
先
着
順
）
。

初夏のひとときを東公園で

－
－
』

　　30分、藤で前)

■菖蒲茶会　6月1日巾午後＼侍

　　～４時. 2日剛午前lO時～午

　　後4時、茶室等漬1庵

■ふれあい芸能まつり　6月16日

　　ｎ午後零時30分4 時

観光課観光事業係S2 3－62□

　毎年６月上･中旬には、約8,8)0

株のハナショウブが最盛期を迎え、

　'菖蒲まつり．が開催されます、

皆さんで、お出かけください．

■夜間照明　6月1日(士ﾄ-23日間

　　(点灯式…６月１日(:t)午後e>時
-

Ｍ



　
８
月
以
降
の
利
用
の
申
込
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。
多
数
の
ご
利
用

5月の納税

固定資産税・都市計画税（第１期・

前納）

軽自動車税（全　納）

国民健康保険料（第１期）

国民年金保険料（5月分）

　お忘れなく納付ください。

収納課管理係昔2 3　6 122

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
予
約
は
が
き
を
前
々

月
2
0
日
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
運
営

管
理
協
会
（
野
球
場
内
）
　
へ
。

　
列
　
８
月
分
１
６
月
2
0
日
ま
。
て
に

※
　
予
約
は
が
き
は
、
市
役
手
、
各

支
所
、
市
体
育
館
及
び
管
理
協
会
に

あ
り
ま
す
、

　
利
用
日
の
決
定
　
2
0
日
戻
て
に
受

け
付
け
た
分
（
翌
々
月
分
）
に
つ
き
、

重
複
し
た
日
時
に
つ
い
て
の
み
公
開

抽
選
を
行
い
、
決
定
。

※
　
抽
選
日
は
、
管
理
協
会
か
ら
連

絡
し
ま
す
。

　
予
約
で
き
る
単
位
　
Ｉ
チ
ー
ム
で

予
約
で
き
る
単
位
は
、
祠
用
区
分
（
早

朝
、
午
前
、
午
後
。
夜
間
）
の
そ
れ

ぞ
れ
Ｉ
回
分
。

※
　
県
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
直
接
管
理
協
会
に
粍
・
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　
使
用
料
の
納
付
　
利
用
日
が
決
定

目皿１

　粗大ごみと使用済み
　乾電池の収集
　　中央クリーンセンター容22　日53

●　各町て決められた咀大ごみ持ち寄

　り場所へ、収集日の午前s時30分ま

　でに持ち出してくた･さい、

＜出してはいけない物＞

　事業系ごみ、タイヤ、バッテリー、

プロパンボンベなどの危険吻

し
仁
ナ
ー
ム
は
｡
-
1
0
日
以
司
に
漢
用

材
を
添
え
て
二
言
理
協
会
ま
で
申
請

書
を
提
九

　
そ
の
他
　
山
公
開
推
選
日
に
参
加

し
な
い
チ
　
ム
及
び
指
定
の
斗
日
ま

で
に
申
請
書
が
提
出
さ
れ
な
い
チ

ム
は
、
予
約
を
取
り
消
し
ま
す
。

口
水
曜
日
は
吠
み
で
す
の
で
、
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
未
加
入
の
か

た
は
届
け
出
を

　
日
人
国
本
に
住
所
を
有
す
る
2
0
歳

以
こ
6
0
度
未
満
の
か
た
は
、
老
齢
（
退

職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
を
除
い

て
、
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
か
た
は
ブ
郭
入
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
（
学
）
エ
の
か
た
も

今
年
４
月
１
日
か
ら
記
入
が
必
要
と

｜

な
り
ま
し
た
）
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
2
0
歳
以
上

6
0
歳
未
満
の
か
た
（
厚
生
年
金
・
共
済

組
合
の
加
入
者
を
除
く
）
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。

１
　
　
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入

者
の
扶
養
配
偶
者

②
　
厚
生
正
金
・
共
済
組
合
か
ら
老

齢
（
退
職
）
年
金
以
外
の
年
金
（
障
害

年
金
・
遺
族
年
金
）
を
受
け
て
い
る
か
た

ふ
　
厚
生
年
金
・
共
済
維
合
か
ら
年

今
一
を
受
け
て
い
る
か
た
の
配
偶
者

㈲
　
厚
生
年
令
・
共
済
組
合
か
ら
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
耶
間
を
満

と
し
て
い
る
か
た
と
そ
の
配
偶
者

　
届
け
出
に
必
要
な
も
の
　
○
印
鑑

＠
年
金
手
帳
ま
た
は
共
済
組
合
員
証

　
へ
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ
る
か

た
）
　
＠
配
偶
者
の
年
金
千
帳
ま
た

は
こ
ハ
済
組
合
員
証
及
び
笠
原
保
険
証

　
届
出
場
所
　
国
保
年
金
課
（
市
役

所
２
阻
）
及
び
各
支
所

収集日 収集町名

１日|士j
伝馬｜丁目~ 5丁目、十王、龍

田、六地蔵、西梅園

　　　，梅園１丁目~ 3丁目､亀井I ･ 2

3日非丁目、久右工門、花園、祐金

　　　　東六供北、六供新、三ッ葉台、

４日㈲東六供､箱柳､門前、曙I丁目、　　　眉
中、n

５日味･稲熊｜区― 3区・５区

6日一木･
本町通｜丁目～3丁目、西魚、

魚町、城北、八幡

７日匍 康生、板屋、八帖、中岡崎

8日!±>
康生通[ ■ 2丁目､南康生､族生

通西､連尺通､島町､唐沢､菅生

ID日呵
材木｜丁目~ 3丁目、田町、末

広、八帖北

11日叫東明大寺北･南･東、明大寺本、
　　’学校東、竜美旭町

12日巾
西明大寺１区~ 3区．南明大寺

大寺3 ･ 1区

13日南
串本町、串４丁目、東中、南小

呂、小呂、中天神

14日匍
-

15日出

若宮､西欠､根石中欠､東欠､元欠

栄､朝日

三河武士のやかた家康館館蔵品展｢相応寺調度品｣

名古屋市内の相応寺から譲り受　　■期間　５月25日l±)～７月23日('X)

・場所　三河武士のやかた家康館

■入館料　大人300円

　　　　　小人150円

Ｉ開館時間　午前9 時～午後５時

　　　　　三河武士のやかた家康館

　　　　　　　容24－22 04

けた尾張徳川家の由緒ある品々を

展覧します。

　葵紋桐唐草文蒔絵膳をはじめ婉、

飯器などの身近な調度品から、大

名の興味深い生活様式をご覧いた

だけます、
" ㎜

１



排
尿
・
排
便
機
能
障
害
の
か

た
に
紙
お
む
つ
な
ど
を
交
付

　
人
工
の
排
泄
口
（
大
小
便
）
の
著
し

い
変
形
や
排
泄
口
周
辺
の
著
し
い
皮

膚
の
び
ら
ん
の
た
め
、
蓄
便
袋
・
蓄

尿
袋
を
装
着
で
き
な
い
か
た
ま
た
は
、

二
分
脊
椎
に
よ
る
排
尿
機
能
障
害
や

排
便
機
能
障
害
の
あ
る
か
た
で
、
紙

お
む
つ
な
ど
次
の
も
の
が
必
要
な
か

た
に
差
し
上
げ
ま
す
。

　
対
象
品
目
　
○
紙
お
む
つ
＠
脱
脂

綿
・
サ
ラ
シ
ー
ガ
ー
ゼ
＠
洗
腸
装
具

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
出
身
体
障

害
者
手
帳
○
医
師
の
意
見
書
即
見
禎

書
㈲
印
鑑

　
申
請
場
所
　
福
祉
課
障
害
係

フ
ァ
ッ
ク
ス
設
置
費
の

助
成

　
今
年
度
か
ら
聴
覚
・
言
語
障
害
者

の
か
た
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
購
入
費

を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
対
象
　
而
内
に
お
住
ま
い
で

聴
覚
・
言
語
障
害
に
よ
り
身
体
障
害

者
手
帳
３
級
以
上
の
交
付
を
受
け
て

い
る
か
た
で
、
障
害
者
の
み
の
世
帯

ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
。

　
助
成
額
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
購
入
に
要

す
る
器
具
背
及
び
設
置
工
事
費
で
、

十
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
、
世
帯
の

前
年
の
所
得
状
況
に
よ
り
自
己
負
担

　日月１日は人権擁護委員の日

　　人権擁護委員は

　　　　　あなたの味方です

　　　　　　　　自治課市民相談係昔2 3　64 92

　人港問題などでお囚りのかた'a. ｢人権桐談｣をこ

利用ください，

[χ穫璽亘]日時毎月第1・３火濯日午後1 時~A時

　　　　場所市役所自冶課市民相談係

　　　　※相談は、無料､秘密厳守です，

　人権擁護委員(50音Ill)

阿部達雄　仁木町東郷23番地　　　S45 -2928

池田芳俊　明大寺町mm中34番地｜　音5I－54I0

大林恵子　材木町２丁目48番地　　a23－4ll7

岡田全巨　井田町茨坪34番地　　　登22－653I

栗木満智子　若松町萱林21番地||　　　豊5トー1391

小林富美子　坂左右町西ノ郷2A番地　　052－1052

小林良男　中町I T目７番地17　　S23－0023

志賀為久　下青野町西新居19番地　　n43-2035

高島　司　渡町折角24番地7　　　a3l－7600

富田紀子　本宿町南中町26番地　　魯48 5444

原田市郎　藤川町中町北31番地　　a48‥3236

堀井三平　明大寺町東長峰24番地432　a5l －2090

牧野新太郎　下青野町西新居38番地　　a43－2932

水越檀子　八ッ木町郷南ノ切z番地　魯45－2407

村松慎三　若松東｜丁目５番地＼5　　き53－OI62

金
が
出
る
場
合
か
あ
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
　
設
置
工
事
着
工
前
に

業
者
の
見
積
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て

福
祉
課
障
害
係
ま
で
*
･
>

障
害
者
の
か
た
へ

軽
自
動
車
税
減
免

　
４
月
１
日
現
在
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か

た
が
所
有
（
使
用
）
す
る
軽
自
動
車

な
ど
１
台
に
限
り
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
（
県
税
の
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
ら
れ
た
場
合
を
除
く
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
２
年
度
に
減
免
を
受
け
た

か
た
も
申
講
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
精
神
障
害
の
か
た
に
つ
い

て
も
減
免
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
受
付
場
所
　
市
民
税
課
諸
税
係

　
受
付
期
限
　
５
月
別
日
原

※
　
詳
し
く
は
、
諸
税
係
ま
で
。

国
保
料
の
納
期
限
は

５
月
3
1
日

　
第
１
期
分
の
国
民
健
康
保
険
料
の

納
期
限
は
５
月
3
1
日
圀
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
職
場
の
健
康
保

険
の
適
用
を
受
け
な
い
か
た
た
ち
が

加
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
等
に
応

じ
て
保
険
料
を
出
し
合
い
、
不
意
の

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
戻
一
療
費

に
充
て
よ
う
と
い
う
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。

　
保
険
料
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
を

支
払
う
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ

て
い
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
‘
ま
し
’
ぶ
、
つ
。

　
な
お
、
第
１
期
分
は
、
今
年
度
の

市
民
税
額
等
が
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、
前
年
度
保
険
料
賦
課
額
の
４
分

の
Ｉ
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月

に
保
険
料
が
決
定
し
ま
す
の
で
、
次

の
第
２
朋
分
以
降
で
調
整
し
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
、
国
保
係
ま
で
。

城
　計量強皿

圖一日計量士　　　　　　　　　■家庭用計量器の無料検査

プリンセスおかざき3名が．消費　　体温計、ヘルスメーター、台所用

者の代表として、商店のはかりの使　はかり、血圧計の無料検査

用と管理の状況を調査し、併せて街　　期日　６月24日(月)・25日(■XI午前

頭で啓発活動を行います，　　　　　　　9 時～午後A時

期日　５月ア日吻　　　　　　　場所市役所自治課

場所ジャスコ岡崎店とその周辺　　自治課消費生活係a2 3　62 1 9６月７日は計量記念日
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身
体
障
害
者
更
生
相
談

　
日
時
　
６
月
２
日
間
　
午
前
1
0
時

’
、
″
午
後
２
時

　
場
所
　
福
祉
の
村
友
愛
の
家

　
相
談
員
　
市
身
体
障
害
者
相
談
員

　
内
容
　
在
宅
障
害
者
の
生
活
・
医

療
・
訓
練
・
就
職
な
ど
の
各
種
相
談
、

援
助
、
指
導

保
母
試
験
の
予
備
講
習
会

　
期
日
　
７
月
o
日
團
～
1
2
日
吻
、

７
月
1
5
日
囲
～
1
9
日
咄

|; ""■司
而|づ≪f -A^

－

　　　　自治課市民相談係酋23－6492

毎日の相談(交通事故棚談のみ上曜II休業)

行政相談
市政への苫情・･mi・症

見・柵談など

生活相談
日常止活から生じる困り
ごとの骸嵌

交通事故相談
賠償悶題、保険金請求手
続き、示談の進め万など

高齢者職業相談 然Ｗ
の求人、求職の
介魯23－649fi

　
会
場
　
愛
知
県
牢
小
企
笑
セ
ン
タ

　
受
付
期
間
・
申
込
方
法
　
６
月
上

旬
に
児
童
課
窓
ロ
で
配
布
ず
る
要
綱

を
ご
覧
く
だ
さ
い
'
≫

固
定
資
産
税
路
線
価
の

一
部
公
開

　
５
月
1
8
日
出
か
ら
資
産
税
課
（
市

役
所
２
階
）
で
固
定
資
産
税
の
路
線

価
を
一
部
公
開
し
ま
す
。

市
民
ロ
ビ
ー
の
増
設

　
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
市
民
ロ
ビ
ー

の
増
設
工
事
が
５
月
2
7
日
に
完
了
し

ま
一
９
ｎ

　
新
し
い
ロ
ビ
ー
は
、
釆
庁
者
の
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

日月の特別相談(午後１時～４時)

ほ
か
、
土
曜
閉
庁
日
と
日
曜
・
祝
日

の
当
直
受
付
事
務
を
行
い
ま
す
の
で
、

こ
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
３
年
度
新
規
学
校

卒
業
者
求
人
説
明
会

　
日
時
　
６
月
Ｈ
日
向
　
午
後
２
時

～
４
時
3
0
分

　
場
所
　
岡
崎
勤
労
福
祉
会
館
講
堂

　
（
上
地
三
丁
目
）

　
問
合
せ
先
　
岡
崎
公
共
職
業
安
定

所
豊
2
1

.
-
4
.

1(
Ｘ
)･
―
*

受
講
者
募
集

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門

　
日
時
　
６
月
１
日
出
～
２
日
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
4
0
分

心配ごと相談 ４日淘、IS日出 人権擁護委員

困りごと楊談 II日淘、25日肉 行政相談委員

法律相談

(予釣制)

z日剛、IO日㈲

17日1月)、21日吻

24日面、

弁　護　士

税金相談 13日南 税　理　士

登記相談 13日巾
司法書士

土地家屋調査士

建築相談 i9日恥 建　築　士

溝量闘哨談 27日湘 測　量　士

一無料－

岡崎市　商工労政課023－6212

　　　　　(税理社中小企業診断上又は商工相談　経営I:による佃別相m

電話で随時予約を受け、その内容により
HI談貝、相談時間・場所を決めます。

金融相談

　
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
操

作
及
び
基
本
的
活
用
方
法

　
募
集
人
数
　
2
5
人

　
受
講
料
　
照
。
ぢ

ア
ー
ク
溶
接
安
全
作
業

－
‐
Ｉ
・

１
１
前
後
期
一

　
日
時
　
（
前
期
）
６
月
―
日
出
ツ
ー
２

日
凹
　
（
後
期
）
６
月
2
9
日
出
～
3
0
日

印
　
午
前
９
侍
Ｉ
’
午
後
４
詩
4
0
分

　
内
容
　
ア
　
タ
溶
接
の
安
全
な
作

芙
万
法

　
募
集
人
数
　
2
5
人

　
受
講
料
　
手
帳
代
二
百
円

　
そ
の
他
　
前
後
期
と
も
修
了
の
か

た
に
、
安
全
特
別
教
育
修
了
証
を
交
付
。

場
所
・
申
込
方
法
な
ど
（
共
通
）

～
　
場
所
　
県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門

校
（
美
合
町
平
端
二
四
）

　
対
象
者
　
勤
労
者

　
申
込
方
法
　
と
も
に
、
５
月
2
0
m

開
～
2
4
日
咄
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
電
話
で
、
県
立
岡
崎
高
等
技
術
専

門
校
ま
で
。

商工労政課で随時行っています。

岡崎商工会議所公53－61G1

議定岫で事前に時IIliなI-'をf約,，

税務相破 毎週火曜日 金融相談 随時

法律相談 ３日湘, 17日¶月) /(商工中金) 14日岩

発明相談 7 日吻、2＼日恣 ≫(中小公庫) 28日金

経営相破(工業) I9日湘
下請あぅせ

ん出張相談
13日木

II　　（商業）18日叫

新しく身体障害者相談員が決まりました

雲46－2682

n24－826l

豊48 －4576

酋5ト1676

a52－34l3

≫3に2576

き51－6985

豊22 1920

　身体障害者相談員

宇野七郎　滝町入ノ谷59番地

朝日　譲　稲熊町７丁目77番地

鈴木一郎　羽栗町中屋敷18番地２

丹羽加子　明大寺町法丈坂２番地４

加賀時央　中之郷町下荒子48番地

鈴木　勇　森越町山王32番地2

勝川　武　明大寺町山畔15番地４

高橋郁子　元欠町３丁目４番地２

担当区域(中学校区)
＿

岩津･新香山･常磐

甲　山　　・　　葵

東海・美川・河合

海
南
北
般
般

よ
忌

語
呂

福祉課障害係雲23－6154お気rnにご相談ください

'£§s^^fJSf赳 ㎜ ■ ■
岡 誂ii Mrl ^^ ΞfA fーi･

＼ 靉
死傷者

死柵 輿傷折 計

平成３年 443件 ７人 539人 546人

t-成2年 439什 7 人 520 八 527 人

比較 10件 土○人 I 19人 -･19人
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軽
自
動
車
の
車
検
を

お
受
け
に
な
る
か
た
へ

　
軽
自
動
車
の
車
検
を
受
け
る
と
き

に
は
、
軽
自
動
車
税
の
哨
税
証
明
書

が
必
要
で
す
。
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）

に
領
収
印
が
な
い
と
、
車
検
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
済
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
領
収

印
が
な
い
場
合
は
、
明
付
場
所
で
押

印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
証

明
書
を
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
、
収
球
‥

課
ま
た
は
お
近
く
の
支
所
で
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
開

所
記
念
「
畜
産
フ
ェ
ス
タ
」

　
日
時
　
６
月
８
日
出
・
９
日
面

午
前
1
0
時
～
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

＊午前ii時から約1時間

　
場
所
　
県
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
（
九

山
町
）
Ｉ
旧
種
畜
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　
●
メ
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
・
：
乳

牛
・
豚
・
山
羊
の
共
進
会
、
和
午
の
展

示
説
明
・
唇
盤
乗
り
な
ど
の
シ
ョ
ー

●
大
人
コ
ー
ナ
ー
・
：
畜
産
物
・
乳
製

品
の
展
示
即
売
　
●
子
供
コ
ー
ナ
ー

・
：
ミ
ニ
ｓ
Ｌ
・
コ
バ
・
馬
車
な
ど
の

試
乗
会
、
キ
ご
フ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

●
そ
の
他
の
催
し
…
１
　
乳
試
飲
会
、

各
種
バ
ザ
ー

　
そ
の
他
　
出
入
場
無
料
　
ａ
名
鉄

　
「
美
合
駅
‘
か
ら
無
料
バ
ス
運
転

自動車文庫

緑
化
研
修
・
み
ど
り
の
教
室

■
工
場
緑
化
（
緑
の
環
境
作
り
）

　
６
月
1
3
日
團
午
前
ｍ
一
時
3
0
分
～
午

後
３
時
3
0
分
　
定
員
1
0
0
人
　
※
照
料

Ｉ
エ
ク
ス
テ
リ
ア
と
し
て
の
家
庭
花
壇

　
６
月
２
ｉ
ｎ
剛
午
前
1
0
時
4
0
分
～
午

後
３
時
1
0
分
　
定
員
5
0
人
　
※
無
料

Ｉ
さ
つ
き
盆
栽
を
楽
し
む

　
６
月
９
ヨ
閣
午
前
1
0
時
4
0
分
～
午

後
３
時
ｍ
一
分
　
定
員
5
0
人
　
※
教
材

賢
二
千
円
程
度

■
庭
木
を
病
害
虫
か
ら
守
る

　
６
月
2
3
日
聞
午
前
ｍ
一
時
4
0
分
～
午

後
３
時
1
0
分
　
定
員
5
0
人
　
※
無
料

４
申
込
方
法
　
い
す
れ
も
電
話
ま
た

は
は
か
き
で
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

※
　
開
催
場
所
は
す
べ
て
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
〒
伽
1
0
4
　
西
加
茂
郡
藤

岡
町
大
字
西
中
山
字
猿
田
二
Ｉ
Ｉ
Ｉ
）
。

　('ΛＴＶミクス､でご覧ください

５月13日～日月巳日

卜
μ

ﾂｸﾁｬﾝﾈI

－　　　　　－　　　　　～

組　内　容

　
　
‐
―
－

リ幻

番

－
2

1

IB日山 19日ａ

の話題ウイークリー
週川のニュース
便利幔

食のできるまで
観光文化百選
福し

らせ
終「

　　いき／いき／
　　おかざきピープル
　　ジョイフ･レコンサートｌ

二ヵfr?ll;n3 00～14ﾆ00

とl6.00～17:00力L:川収
込，10:DO～l1:00に前週

介をi≪奴ぶ,他ﾉ)|吟|咄よ、
i-ii(t'H分ツリi･吸・

25日出 a&日Ｂ

の晒題ウィークリー
週川の― ュー又
便利幔
'II･|然の家

観光文化百選
柚･I､!y

らせ
恥「

　　いき／いき／
　　おかざきピープル
　　絹肝ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰ･ほ企

二力驀咀は13:00～14.00
とiB:00～17:00の2川吸

送、10:00～n:OOに前地
分を心放送,他力時川は.
＼MiW分r,＼ii･放込、

3月１日出 ２日Ｅ

の話題ウィークリー
川の― ュー人
便*IJ幔

の緑が､伽の縁になる
観光文化百選
市

らせ
終「

　　いき／いき／
　　おかざきピープル　　閃崎冴葦｢i臨倉新|､演矣乱I

ニカ齢^u｢313:00～1400

ヒ]6:0D～17:OOの2 1i･|吸
退.10:00～11:00に前;川

介を|り放心｡他の時問は‾
＼Mi.＼l分の侭放送　｀

18:20まちの話題ウィークり－

　　　　I 週川のニュース、
　　　・－一一‥- 　
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　13日月)～17日奎

20まちの話題
　　　毎11のニュース
　　市民便利幔

　　　輪食刀て'きるまで
　　お知らせ

　　　　　　　　　　　　　お知らせ

　18:40 酢組終r　　　　　　18:50 酢＼終「

: 20 H ^)~24H^ ＼ 25Bi±)

卜-こーごミニ？と|七三ご12＝一一一一二．＿--　．．‾Ｅ２‾ｔ一一一一でｰこ

図書館昔51　2251

巡回日Ｉ　巡回場所 駐車時間

dR池い岡崎小 矢作南']■' 周乙::c-:i:こ

18日淘常磐小

　　　'%' 磐更小

声FE小 ・::jい2ぶ

梅園小 ^i -:ix～こ:SS

5ai>io/

　一一19日･J]Q＼盲々公区

限石小 :mぷlC、:にこ

滝団池 II:■C~^ぶ

6日i*J

20a*

ａ南小 いにI-.ﾗ． .V'.fX;iX~:::2

大「り｣ヽI/ I I:3Cヽ2:£

大関寺小/ >l 5:CC~こ:;0

7日ー

21日ー

北野'｣ヽ福岡小 々に:CCべ;:3

連尺･』ヽ本略小 ﾆy 1:■Cヽ2:2j

矢作北丿ヽ蛍平小=卜:こ~,::ニ

11日;火】

25 Hi火）

男川小戸ッ美形,≒べlに:こ~li心

裡Ni※ 色止■｣ヽ:■'.'1:iンL:E

奥殴! ■岩　* ャりs::卜州o

12日水

265･水）

矢作西小 夭咋東で -'Iふ･SSヽ1::)0

高架小 愚谷卜 り1.3Sヽ2:3Ci

% 磐衛小 山中小 FV 3じ～･::j

13日南

27日南

六ツ英之副’ 六ツ美市郎･､jヽy;.]:ゴペ::?0

愛若小 美合小 p'::3:～::;m

広哺小 'ii |11小 P,'3::yJ:X

14日ぶ

28日４

上池小 リri.小 mo:;卜:::Σ･

美合平地-'i 孔^台団厄 p.'i:-Cヽ2:K

18:20まちの話題ウィークリ-
　　　　I週間のニュース、
　　　市民便利帳

　　　　少年自然の家
　　　岡崎観光文化百選
　　　　貞福む

　　　お知らせ

18:50 器＼終了
　　　　　　　　　　一一

18:20まちの話題
　　　　似日のニュース
　　　市民便利幔
　　　　少T-'然の家
　　　お知らせ

巡叫を中

図書館へ

哺ン忠大峡り心峨､人|=1い夕｀)||なは、

　　ll:するニとがありますので、

　　お問い11わせください、

まちの話題ウィークリー

M'Jl川のニュース、

●一一一‥-

18:20

　18:40 蕎組終ｆ
二四日垣璽二

　18:20まちの話題
　　　　毎＼の― ュース
｜　　　　　●＝＝=...=

ﾚホンサービス１

だより　豊21－1 1 1 1　！

だより　S21－1 1 12

民便利恨

家の緑がｊ
崎観光文･

'Wliii

ｊ
‘
１

市
　
岡

市民便利帳
　案のHi*',feのmな

お知らせ

お知らせ
斟＼終「18:50

-

18:40 界m終「

iH時台から折Iい内容になります　】｛叫から2l時まて、樅り也。)lμむ^してぃ! ≫■

なお.Kisr･:こより盾飢の内容を'k^'^る川介があります．広報課情報調整係萱23 ６００7

　　子どものおはなし容21－1113

岡崎の,"r話　5J]16[I～31H

　　｢秦梨町の山うば｣

創作童話　6 月1 II～15H

　　｢魔法使いの娘さがし｣

　　　作者　羽田野裕子さん(城南町)
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乳がん個別検診

　　　地　岡崎市役所保健課保健係まで。

　　　なお、電話での受け付けはしません。

●検診の際持参するもの／①保健課でお

　　　渡しする｢乳がん個別検診受診票｣

　　　ｓ検診料③他の病気が発見される

　　　こともありますので、健康保険証

子宮がん個別検診

●対象.”市内に在住する30歳以上の女性

●検診期間／日月１日～12月25日

●検診内容犬で〔〕問診、視診、細胞診、内

　　　診など諮問診、視診、細胞診、内

渡しする「子宮がん個別検診受診

険証

21

日本脳炎の予防接種

丿

●対象／市内に在住する30歳以上の女性　●対象／接種当日に３歳～15歳で、まだ

●検診期間／日月１日～12月E5日　　　　　　　　　基礎免疫などを完了していない

●検診内容／問診、視診、乳房の触診　　　　　　　かた

●検診料／400円　　　　　　　　　　　　●接種方法丿丿･①初回接li （1～2週間の

●検診料免除,70歳以上のかた、生活保　　　　　　間隔で巳回皮下注射）

　　　護世帯及び市民税非課税世帯のか　　　　　⑧追加接種（初回接種の翌年に

　　　たは、検診料が免除となりますの　　　　　　１回皮下注射）

　　　で、印鑑を持参のうえ保健課へお　●接種料金∧接種１回につき440円

　　　越しください．　　　　　　　　　　●料金免除　生活保護世帯及びこれに準

●受付期間.．5月27日～18月17日　　　　　　　　　する程度の世帯に属する接種者

●申込方法､／保健課窓口へ直接又ははが　　　　　　は、料金が免除になりますので、

　　　きに①乳がん個別検診官）住所③氏　　　　　学校長・園長又は民生委員の証

　　　名④生年月日⑤電話番号を記入し　　　　　明書をご持参ください

　　　て、〒444市内十王町二丁目９番　●接種できないかた0発熱しているか

た、心臓血管系、腎臓又は肝臓

に疾患のあるかた、糖尿病疾患

者、かっけ患者、その他医師が

接種を行うことが不適当と認め

る疾病にかかっているかた　諮

病後で衰弱があるかた、又は著

しい栄養障害のあるかた　③高

度のアレルギー体質のかた、又

はけいれん性体質のかた　④水

ぼうそう、流行性耳下腺炎（お

たふくかぜ）、風しん､はしか、

又は百日ぜきにかかり治って１

ヵ月以内のかた

診、子宮体部の細胞診など（医師　●日本脳炎予防接種日程表

●接種後の注意　①接種当日は、過激な

　　　　運動、入浴などはさけてくださ

　　　　い　⑧接種後、接種部位が赤く

　　　　なったり、痛んだり、さむけな

　　　　どを覚えることがありますが、

　　　　いずれも通常２日から３日中に

　　　　は特別の処置をしなくてもしだ

　　　　いになくなります　:③接種後、

　　　　高熱、けいれんなどの症状を呈

　　　　した場合には、速やかに医師の

　　　　診察を受けてください　④接種

　　　　部位は清潔に保ってください

※接種当日は体温を測定し、母子健康手

　帳、接種料金440円をご持参ください

日(曜) 回

施　　設　　名

午前io時-||時30分 午後１時30分～3時30分

7 日告 ｜　矢作市民センター 岩津市民センター

|旧叫 」六ツ美市民センター 南部市民センター

12日収 ｜｜大平市民センタ- 東部市民センター

13日木 ｜ 市保健センター 市保健センター

19日水 勺矢作市民tシタ‾ 岩津市民センター

20a吻 ２　六ツ美市民センター 南部市民センター

21日囲 ２ 大平市民センター 東部市民センター

26 日剛 ２　市保健センター 市保健センター

　　が必要と認めるかた）　　　　　　　ｉ

●検診料…………･①子宮体部の細胞診を行わな　0（曜）

　　いかた1,000円⑧子宮体部の細胞　｜

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　診を行うかた1.700円　　　　　　　　７日唸

●検診料免除／乳がん個別検診と同じ。　　，_

●受付期間／５月27日～18月17日　　　　　日日出

●申込方法／保健課窓口へ直接又ははが　ｰ

　　きに①子宮がん個別検診⑧住所③　し12り竺。

　　氏名④生年月日⑤電話番号を記入　　13日團

　　して，〒444市内十王町二丁目日　→

　　番地　岡崎市役所保健課保健係ま　　19日團

　　で。なお，電話での受け付けはし　20 日團

　　ません。　　　　　　　　　　　　　←

●検診の際持参するものノ①保健課でお　ﾒ|日唸

-･F-w y　w　　－　－･-･w●my--y｢゛FF -¶FF　　　　　　｡
票Jc検診而他の辿が発見さ尹01^!

れることもありますので、健康保　※なお、学校・幼稚園・保育園などの在学者・在園者については、各施設で接種し

ます。



●

３歳児健康診査

●対象／昭和B3年５月生まれ

●場所／岡崎保健所

●受付時間／午後１時～巳時

●持参するもの／母子健康手帳

●その他／尿検査も実施。

●６月の日程表

対象区域の指定日にお受)(けください

対象区域(学区) 日(曜)

常磐南、常磐東、常磐、矢作(東･

北・西・南)、北野
４日t火

羽根、小豆坂．城南、岡崎､美合、

緑丘、竜谷
５日味

三島、井田、竜美丘、恵田､岩律、

奥殿、細川
日日吻

男川、生平、秦梨、六ッ美(中部･

北部・南部)、根石

　　　｜

18日{沁

六名、愛宕、連尺、広幡、藤川．

山中、本宿
19日り

怖園、福岡、上地、大樹寺、大門 25日向

●健康相談
成人病予防・健康に関する相談

●場所／市保健センター

●持参するもの／健康手帳（お持ちでな

　　　　　　　　いかたは当日受付へ）

●８月の日程表

日(曜) 受付時間 内　　容

４日虎 午前10時

-II時

血圧測定、尿検査

みそ汁の塩分濃度測定

保健婦の個別相談川日'沁

25日肉 午後i時

～2時

内科医師の個別相談

歳科医師の個別相談

栄養士の個別相談

保健婦の個別相談

血圧測定、尿検査

みそ汁の塩分濃度測定

保健センターの教室

■健康料理教室　食生活を見直そう　　　　　　　　|　

一貧血予防食－

」

●日時　日月25日火午前iQ時～午後零時

　　　　30分（受付９時45分～）

●内容　講話、調理実習、試食

●講師　栄養士　近藤かづ子氏

●定員　24人

●申込方法　事前に保健課sea－6084へ

　　　　　　電話で申し込んでください。

●その他　当日、エプロンを持参。

健康増進教室開設

●日時／毎週火曜日　午前９時～川

　　　　(予約制)

●場所丿岡崎保健所健康増進室

●内容､ダ運動機器を使って安全かつ科学

　　　　的に、あなたに合った運動を処方。

●料金∧有料

●申込先　岡笥保健所事業担当

難病相談室

●対象ﾀﾞｰ“難病やその他の病気など、医療

　　　　や療養生活で様々なご心配をお

　　　　持ちの患者や家族のかた

●日時.／日曜、祝日及びセンターの休館

　　　　日を除く毎日午前9時～午後4時

●場所ノ岡崎市医師会公衆衛生センター

　　　　内　難病相談室

※みそ汁は、よくかきまぜてコップ半分　●その他／申込方法など詳しくは難病相

　くらいお持ちください。　　　　　　　　　　　　　談室まで（無料・秘密厳守）

妊婦教室
おばあちゃんと一緒に子育て勉強会

保健課健康管理係S2 3　6084

●日時丿６月３日月午後１時30分～３時

　　　　30分（受付午後１時～１時30分）

●場所　市保健センター

●対象　初孫を迎えるおばあちゃんと妊

　　　　婦さん同伴

●講師　助産婦　大橋　縁氏

●内容　講話（母乳育児の方法・赤ちゃ

　　　　んの衣類）実技（赤ちゃんのお

　　　　風呂の入れかた）

●申込方法＜電話で保健課健康管理係へ

蚕　母子健康手帳をお持ちください．

ぐ
・

木曜夜間当直の歯科医師

●時間／午後日時～９時

●6月の日程表

6日
杉江歯科診療所

（渡町）　　Q3 I －2 2 3 D

I3S
杉　田　歯　科

（門前町）　昔2 3 －5 5 I I

20a
杉本歯科竜美ヶ丘診療所　　　Ｉ

（竜美南４丁g）き5 3 －D E 8 2

27日
杉本歯科東診療所

（連尺通）　酋2 I －D 8 8 7
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母親教室

●時間／午前９時30分～正午(保健所)

　　　　午後1時～3時30分(保健センター)

●持参するものノ母子健康手帳、筆記用具

●日月の日程表

日・所 対象者 主な内容

5日湘

岡碕保

健所

(午前)

妊娠７ヵ月

ころまで

妊娠中の食事と栄養

妊娠中の歯の手入れ

と子供の虫歯予防

６日木･

市保健

センタ-

(午後)

妊娠中の生活と準備

　妊婦体操・準備用品-･

妊娠中の気をつけた

い病気

19日味

岡崎保

健所

(午前)

妊娠８ヵ月

以降

お産の経過と哉後の

生活

赤ちゃんの生活

27日南

市保健

センター

(午後)

妊娠８ヵ月

ころから産

後３ヵ月こ

ろまで

母乳で育てよう

産後のmi相談

※妊婦体操は運動のしやすい服装で。

離乳食講習会

●日時6月11日次)、25日火午前lO時～

　　　　11時30分(内容は両日とも同

　　　　じ)

●場所∧岡崎保健所

●対象3ヵ月～６ヵ月児を持つ母親

●持参するもの　母子健康手帳、筆記用具

－ｍ!7711●

学校における
歯や口腔の健康診断

　毎年、新学期に入ると児童、生徒の

歯の検査が行われます．この歯の検査

は、学校保健法で定められた定期の健

康診断です、むし歯のあるなしだけで

はなく、歯並びや噛み合わせの異常、

歯肉・舌などの異常、あごの関節の異

常、あご・顔面の発育状態、口腔全体

9'i

乳幼児健康相談

■４ヵ月児健康診査

※４ヵ月以降で、まだ市の健診を受診し

ていない乳幼児も含む

●受付時間／午後１時～１時30分

●内容／医師の診察、身体計測、保健婦

　　　　の育児・栄養相談

　□10ヵ月児健康相談

　○受付時間／午前10時～10時30分

（

内容ノ身体計測、保健婦の育児

）

　　　　　栄養相談

●持参するもの＜母子健康手帳、薄いバ

　　　　　　　　スタオル

●８月の日程表
　対象区域の指定日にお受（けください　　　　　　）

対象区域(学区) 日(曜) 場所

梅園、根石、優宕 7 日塞

市保健センタ

ー

井田、広幡､連尺、

常m南、常磐東、

常磐

14日ー

三島、竜美丘 20日湘

六名、大樹寺 2I日命

竜谷、藤川､山中、

本宿
６日味

東部市民セン

ター

六ッ美（中部・北

部・南部）
川日{火}

六ッ美市民セ

ンター

恵田、岩津､大門、

奥殿、細川
13日湘

岩津市民セン

ター

Ｉ小豆坂､男川､美合、

　緑丘、生平、秦梨
25日脚

大平市民セン

ター

，羽根、城南､岡崎、

,fi岡、上地
27日味

南部市民セン

ター

矢作（東・北･西･

南）、北野
28日會

矢作市民セン

ター

の清掃状態などを検査し、治療の必要

性を指示したり指導します、

　学校における歯や口腔の健康診断は、

集団健診です。したがって、むし歯か

どうかの診断は、探針という器具を用

い確実にむし歯と診断される歯のみを

むし歯とします、

　噛む面や歯と歯の間に変色があり、

むし歯になっている疑いがあっても、

健全歯とするかＣＯという要観察歯と

します。ですから、検診後に出される治

療勧告書と各歯科医院でレントゲン検

　　　　　　　　　　　　　　　　一一

日月の神経芽細胞腫

（小児がんの一種）検査

生後６ヵ月になったら検査を受けましょう

●対象／平成２年11月～２年12月生まれ

●送付先／愛知県健康づくり振興事業団

●検査用紙／乳幼児健康相談会場で配布

　　　　　　した用紙

１歳６ヵ月児健康診査

●対象／平成元年12月生まれ

●場所／市保健センター

●受付時間／午後１時～１時30分

●内容……´医師・歯科医師の診察、身体計

　　　　測、育児・栄養相談

●持参するもの／母子健康手帳

。６月。日程表｛昆昆？゛‘ニ゛｝

対象区岐(学区) a(ii)

梅園、小豆坂、男川、英合､緑丘、

生平、秦梨
４日出

連尺、六ッ美(中部・北部・南部) ５日南

i根石、愛宕、広幡 lo印月）

六名、恵田、岩津．大門、奥殿、

細川
12日南

井田、三島、竜美丘、福岡 17日(月)

矢作(東・北・西・南)、北野 19日咽I

常磐南、常磐東、常磐、竜谷．藤

川、山中、本宿、大樹寺
24日興

羽根、城南、岡崎、上地 26日南

※都合の悪いかたは、I 歳Sヵ月までに

区域の指定日にお受けください。

※公共交通機関をご利用ください。

査などを用いた精密検査とでは診断に

差が生じることもあります。たとえば、

学校健診でむし歯は１本といわれたの

に、歯科医院でレントゲン検査を受け

てみると４本もむし歯があることがわ

かったということがあります。

　むし歯がなく、口腔にも異常がない

と診査されて、治療勧告書が出されな

くても、歯や口腔の健康を保つために

｜年にI ~ 2回は、定期検診を受けて

ください。

　　　　　　　　　　岡崎歯科医師会

　　　　　　　　　　　　‥一一一一



新
文
化
財
あ
れ

岡
崎
市
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル

　
芙
合
町
の
生
川
地
域
は
、
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
発
生
の
名
所
と
し
て
、
昭
利

‐
年
に
国
の
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ホ
タ
ル

は
発
生
地
の
名
に
ち
な
ん
で
「
生
田

蛍
」
と
呼
ば
れ
、
佻
時
は
川
而
が
明

る
く
な
る
ほ
ど
の
乱
舞
が
泌
ら
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
は
芙
合

町
の
ホ
タ
ル
保
存
会
が
中
心
に
な
っ

て
保
存
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

発
生
は
次
第
に
減
少
し
、
川
辺
の
市

脱
化
な
ど
に
よ
り
、
今
は
も
う
昔
の

而
杉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
川
地
域
で

の
ホ
タ
ル
保
存
の
活
動
は
。
新
細
岡

崎
市
史
自
然
細
に
詳
し
く
記
録
さ
れ

て
り
ま
Ｉ

　
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
発
心
地
は
今
は

乙
川
。
上
流
域
に
移
っ
て
い
よ
す
が
、

美
介
小
学
校
や
河
八
‐
中
学
校
で
は
熱

心
に
幼
虫
の
飼
育
と
川
に
放
流
す
る

活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼
虫

は
清
流
で
カ
ワ
ニ
ナ
貝
を
食
べ
て
竹

ち
、
陸
に
し
が
っ
て
Ｌ
巾
で
ザ
ナ
ギ

に
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
そ

ろ
わ
な
い
と
増
え
な
い
の
で
す
。

　
ホ
タ
ル
の
魅
力
は
別
の
と
こ
ろ
に

も
あ
っ
て
、
暗
く
な
っ
た
川
剛
を
自

ら
青
山
‥
い
光
を
点
滅
さ
せ
な
が
ら
飛

ぶ
姿
を
見
る
と
、
だ
れ
も
ふ
る
さ
と

へ
の
強
い
郷
愁
を
感
じ
る
と
思
い
ま

す
し
、
あ
る
人
は
光
の
点
滅
の
神
秘

｀－

し

れ
φ
十
一

性
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
．

　
し
か
し
、
今
は
ど
^
　
]
の
発
生
地
で

も
水
の
汚
濁
が
進
み
、
河
川
は
上
の

土
手
や
薮
な
ど
が
少
な
く
な
り
、
道

路
は
街
灯
や
巾
の
光
で
明
る
く
な
っ

て
、
啼
や
み
の
中
で
ホ
タ
ル
の
明
滅

を
静
か
に
観
賞
し
な
が
ら
．
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
に
ふ
け
る
場
所
が
な
く
な

っ
て
い
ま
す
．

　
豊
か
な
人
の
心
は
、
そ
こ
の
豊
か

な
自
然
に
は
ぐ
く
ま
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
．
ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
自
然
が

身
近
に
あ
る
こ
と
の
仙
仙
は
、
計
り

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
す
　
ホ

タ
ル
は
一
而
で
は
心
を
育
て
る
え
化

財
で
も
あ
る
わ
け
で
す
．
心
を
育
て

る
自
然
の
文
化
財
を
守
っ
て
い
く
’
】

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
自
然
文

化
財
の
あ
り
か
た
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
つ
て
い
ま
す

　
文
化
財
保
護
審
議
会
　
大
平
仁
夫

生1
1!l

昭
和
3
4
年
に
美
合
駅
の
広
場
に
建
て
ら
れ
た
「
生
田

蛍
」
の
塔
。
今
は
取
り
壊
さ
れ
て
残
つ
て
い
な
い
。

日月突発急患者のための休日緊急当直医師

緊急当直担当時間午前9時～正午午後2時～6時　岡崎市医師会S52－1571

２　　日 ９　　日 16　日 23　日 30　日

霖　1木響

)≪3l-l7l7

東大友内科　　　カミヤ医院

(東大友)a32－4333　{矢　作)魯3l－3376

酒井医院

(矢　作)≫3l－2036

長坂病院

(矢作橋)S3I－3I7O

牡ャヅご
5500

小児科スズキ医院　神谷内科胃腸科

I:竜美ヶ丘)a53-3T77　　C大　西)魯2^-e88i

水野医院

(明大寺)TiZト0339

山本医院

順大寺刺aZI－D614

児
科

永坂内科医院　　Ｉ岡田胃腸科　　　宮地医院

（'■■?,　根）昔5i-l5l 　（若松東)a5a-DiZ5　I (　柱）昔5l-3366

小林医院

(柱百百)登5I一4076

小出クリニック

{牧御堂)S5←550』

外科

別府外科　　　　林病院

i利　田;aZ2－'ll39　（広　幡)EZ3-522

杉浦整形外科　　｜竹内胃腸科

i康生南）S??－029i　1（松本I )H2d－775i

中田医院

(矢　作}S3l-£728

産人
婦科

岡崎産婦人科　　Ｉ田那村病院

(ffl田本)KZI-8I9　1(康生南)S23-8I6

神谷医院　　　　いとう医院　　　幸田産婦人科

(明大寺)豊5I一5037　(南明大寺)a5i-2e55　(幸　田)H63-3675

宍
さいとう皮膚科

（柱　)a54-6300

岡田胃腸科

(若松東)S54-Oi25

亀井皮膚科

{羽　根)登53一丿28

松下医院

(明大寺)a5i－509J
｢ぷ四十も｢･J｀

小出クリニック

(牧御堂)ra5←5601
ﾚぷ尿器卜も可j

コ 黒田医院

圃　根JIS5Z－0453

岡田医院

(六名東)昔53-3?92

康生病院

(原生南)≫?l －1340

松下医院

(明大寺)乙5l－5094

島田耳鼻科

(伝馬I )霖2ト3387

眼
科

佐野医院

（門前｜）KZI－4D0D

桐渕医院

(IE 沢I )fJ22－l?9l

杉浦医院

(涼生東〉登?! －4880

小島医院

㈲本I )S23-338

鈴木医院

(幸　EQ)W62-46I2

冑 歯科医師会館(,/坤i;-l|lJ三本松18の1大供■i'i｢水垢|べ約KlOi丿習2I －050｢受付時間午前9時～||時午後|時～3時

●平日夜間急病診療所(医師会公衆衛生センター)昔52－I572　受付時間午後7時30分～10時30分

･救急医療情報のご利用は……021－｜133へ　●救急は……S I I 9へ

・編集と発行　　岡崎市市長公室広報課　〒444岡崎市十王町２丁目９番地　容(0554)23－6033
24
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